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１．は じ め に

２０２０年度の文部科学省による発表１）では，全国に看

護師を養成する大学は２６７校，短期大学２６校，養成

所５５４校，その他２年課程の看護師養成所を含めると

計１１１１校にも及ぶ総数となっている。特にその中で

も，看護師を養成する大学は年々増加傾向にある。そ

のような傾向の中，現在，ボーダーフリー（以下ＢＦと

する）と言われる学力層の学生を看護師養成として行

う学部，学科を有してる大学は少なくなく４），入学後

も学士課程での教育の継続性，看護師国家試験の合格

率への影響，また，卒後の看護師の質に直結するもの

となる。そのような低学力層の学生が入学しＢＦにお

ける教育の質保証は容易ではないことが推測される。

学生は，高等教育期間で，学習面での多様化や基礎学

力の欠如，学習習慣欠如などが非常に大きな問題と

なっており，大学入学後も継続した問題となりえる。

学士課程においても教育による創意工夫，学習の動機

づけが重要になることは他ならない。そこで大学にお

ける低学力層の看護師国家試験へ向けた学習の進め方

や具体的な取り組みについて考え，今後の学生指導に

一知見としてここで述べる。

２．近年の看護師国家試験の動向と合格基準

看護師国家試験は厚生労働省より看護師国家試験出

題基準が提示されており，厚生労働省設置法第６条第

１項に基づき医道審議会（保健師助産師看護師分科会

保健師助産師看護師国家試験制度改善検討部会）１２）が

設置され，看護師国家試験問題の内容追加・修正の審

議がなされており，数年に一度，出題基準の変更が再

考されている。看護師国家試験に出題される問題は，

看護師国家試験出題基準を基に出題される。出題基準

は大項目，中項目，小項目に細分化されておりその中

より出題される。出題される問題は，午前と午後共に

必修問題（２５問），一般問題（６５問），状況設定問題
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（３０問）であり計２４０問である。２００３年度から看護

師国家試験出題基準が改訂されて以来，必修問題の導

入がなされ，近年の合格率に関しても非常に厳しい状

況となっている。近年は必修問題の８割が必須条件は

同様であり，一般問題と状況設定問題を鑑みると過去

７年の実績では合格率が６０％（過去７年平均６１.７％）

を下回る年度もみられている（図２）。

３．看護師国家試験の傾向

近年では，第１０７回看護師国家試験から出題基準が

大きく変更され，一部分では「より臨床実践に近い形

で知識・技術を統合して判断し，解答する能力」，「判

断プロセスを問う問題」，「状況設定問題は情報を取捨

選択する能力」「しっかり考え読解する能力」などを

求める明記されていた。実際の第１０７回看護師国家試

験では，基準変更の明記通りの内容が十分網羅された

問題が散見していた。このような変化が起きたのは，

状況に応じて問題解決ができる「自分で考え，行動で

きる看護師」を求めるようになったと推測することが

できる。

また，社会問題になった内容が出題される傾向があ

り，幅広い視野をもち，医学的な知識に裏付けられた

看護の知識がより必要となってきたことを意味してい

図１ 看護師国家試験の受験者数と合格者の推移
厚生労働者ホームページより引用し作成

https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shikaku_shiken/

図２ 過去７年間の看護師国家試験合格基準の推移
厚生労働者ホームページより引用し作成

https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shikaku_shiken/
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る。そのため，過去７年間の看護師国家試験合格率で

は８８.５％～９１％と合格率が非常に厳しい状況となっ

ていることが窺える（図１）。

４．低学力層の学習の取り組み

ＢＦの学力層については，上記にも述べたように学

習面での多様化や基礎学力の欠如，学習習慣欠如

等々，看護師国家試験に向けた取り組みや学習は容易

ではないことが推測できる。

学士課程では，１年次から専門基礎科目の学び，看

護師となるべく３年次，４年次と知識や技術・精神を

積み重ね，その上，専門科目を積み上げた学習を行う，

看護師国家試験は，いわば看護教育の集大成，結果と

言える。看護師基礎教育においては，興味から派生す

る学びが礎となり，学習において非常に重要となる。

看護師基礎教育の到達目標として，２００９年に文部

科学省は先導的大学改革推進委託事業である「看護系

大学におけるモデル・コア・カリキュラム導入に関す

る調査研究」２）を基に「大学における看護系人材育成の

在り方に関する検討会」を立ち上げており，その検討

部会では「学士課程においてコアとなる看護実践能力

と卒業時到達目標」を提言してる。看護師を目指す学

士課程の学生は課程修了時に看護専門職として修得す

べきコアとなる能力を５つの群と２０の看護実践能力

として明記されている（表１）。その修得すべきコアと

なる能力の項目は看護学生として看護師国家試験受験

にも関連した重要課題項目となっていることが推測で

きる。その関連項目は３項目存在すると考えられる。

「Ⅱ群：根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」

では「４）根拠に基づいた看護を提供する能力」「５）

計画的に看護を実践する能力」，「Ⅴ群 専門職者とし

て研鑽し続ける基本的能力」においては「１９）生涯に

わたり継続して専門的能力を向上させる能力」である。

根拠に基づき計画的に看護を実践する「Ⅱ群：根拠に

基づき看護を計画的に実践する能力」の項目では，多

様な対象の特性や状態を理解した上で，科学的に検証

された最新の知識・技術を用いて，必要とされる看護

を判断し，計画的に必要な看護を行う能力のことであ

る。ここでは，安全で効果的なケアのための科学的な

表１ ５つの群と２０の看護実践能力
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根拠の探索を行い，批判的思考を活用した信頼できる

臨床判断能力と意思決定によって，根拠に基づいた看

護を提供できる能力のことであり，かつ物事や状況へ

の批判的思考・臨床的理由に基づき看護の方向性を決

定し，問題解決法による計画と実施，されに看護実践

を評価，改善し，そのことを記録できる能力とされて

いる。

学生が卒業し看護師となり，科学的根拠の基づいた

看護の実践・評価を行うためには，多大な基礎医学知

識が土台となり対象者を正確に三側面（身体的・精神

的・社会的）で捉えることが重要となる。そのために

は，低学年から学士課程で学ぶ学習の積み重ねと，学

習した知識の点を線に結ぶ，いわゆる「十分な理解を

伴う学び」が重要と言える。すなわち，学習習慣は１

年次から学習への興味や意欲，３年次，４年次では学び

の習慣化・確立が重要となる。看護師国家試験の学び

は１年次から始まっている。

５．自己 ・学習成長に活用するポートフォリオ

先に述べたように，看護学生は，学士課程において

コアとなる看護実践能力の構築と卒業時到達目標の達

成を目標として学びを継け，学習を積み重ねていくこ

とになる。青年期後期に該当する大学生においては，

少しずつ成人へ向かっていく時期であり成人への移行

期ともいえる。将来の職業選択を定め看護の道に足を

踏み入れたとはいえ，自身の今後や職業に対する葛藤

は少なくないと考えられる。発達課題としても自己成

長と葛藤が目まぐるしい時期でもあるということが推

測される。そのひとつひとつの体験や学びを積み重

ね，看護学実習の経験で看護に対する興味を深め，学

生自身が自己実現の達成目標として明確に看護師とい

う職業を掲げたとき，結晶化できる学習を積み上げて

いくことが可能となると考えられる。また，学生の学

びの積み重ねを客観視できるポートフォリオ８）につい

ては非常に重要な意味を成すと考える。一般的にポー

トフォリオは，経歴や成果を記録として残すものであ

り，「学習者の成果や省察の記録，メンター（優れた

助言者・指導者）の指導と評価のなどをファイルなど

に蓄積・整理していくもの」１０）と定義づけられている。

段階的学習状況を学生自身が振り返ること，自分自身

の今後の課題を明確にすることを目的として行われて

いる。自己の学びの蓄積から自己成長を遂げ，自己成

長から手段的達成を目的とし，自己の意思で学び始め

学習成長へとつながる。その過程のなかで看護師国家

試験へ向けた取り組みも，学びの一部として位置して

いると考えられる。近年では，看護教育に留まらず，

卒後の新人教育にポートフォリオの活用の有用性が謳

われている８）。

６．ま と め

低学力の学生は，入学の当初から看護学に興味を持

ち，「看護師になる」という意識や，将来の自己実現

に対しての目標が定まることで積極的に行動化すると

考える。学習に対して集中し，学びの積み重ねに結び

つくと考えられる。その動機付けが結果として，看護

師国家試験への合否結果へと結びついていく。

低学力の学生は，学習方法のみならず，記憶の定着

にも個人差がある。そのような中で，ポートフォリオ

の活用を行いながら，自身を振り返り，自分を知り，

自分を見つめ続けていくことを継続していくことが重

要となり，結果として看護師国家試験合格への道とつ

ながる。
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